
　
５
月
下
旬
、
園
児
体
験
農
場
で
、
い
ち
ご

狩
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
も
っ

こ
倶
楽
部
の
方
が
丹
精
込
め
て
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
い
ち
ご
を
ほ
お
ば
る
と
ど
の
子
も
満

面
の
笑
み
。「
今
年
は
生
育
が
良
く
な
く
て

皆
の
分
が
あ
る
か
な…

」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
２
週
に
分
け
て
山
野
保
育
園
園

児
全
員
が
充
分
味
わ
う
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
の
週
に
は
、
さ
つ
ま
芋
の
苗
植
え
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
竹
で
で
き
た
秘
密

兵
器
が
登
場
し
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
に
マ
ル
チ

に
穴
を
あ
け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
苗
が
植

わ
っ
て
い
く
様
子
を
じ
っ
と
見
て
、
子
ど
も

達
も
真
似
し
な
が
ら
植
え
て
い
ま
し
た
。
何

人
も
の
地
域
の
方
に
手
を
添
え
て
丁
寧
に
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
植
え
て

い
る
子
ど
も
達
の
姿
を
見
て
、
貴
重
な
体
験

と
温
か
く
見
守
っ
て
も
ら
え
る
環
境
に
山
野

の
子
は
、
幸
せ
な
子
達
だ
な
と
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

経
験
が
子
ど
も
達
の
豊
か
な
感
性
や
社
会
性

を
育
て
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
機
会
の
中
で
地
域

の
方
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

山
野
保
育
園

　園
長

　
　
　
　
　
　

松
居
　英
利
子

地
域
の
方
々
に

　
　
　見
守
ら
れ
な
が
ら

地
域
の
方
々
に

　
　
　見
守
ら
れ
な
が
ら
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山
野
交
流
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
火
曜
日
午
後

２
時
か
ら
だ
れ
で
も
気
軽
に
集
ま
れ
る
交
流

の
場
、
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
「
だ
れ
で

も
な
ん
で
も
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

編
み
物
、
簡
単
な
工
作
、
お
や
つ
作
り
、
雑

談
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
等
思
い
思
い
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
第
２
、
第
４
火
曜
日
に
は
ア
イ
ウ

エ
ー
ブ
か
ら
講
師
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、

軽
運
動
や
ゲ
ー
ム
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
４
時
ご
ろ
か
ら
は
、
保
育
園
帰
り
の
園
児

や
小
学
生
の
児
童
た
ち
も
合
流
し
、
か
わ
い

ら
し
い
笑
い
声
で
あ
ふ
れ
ま
す
。

　
５
月
19
日
の
日
曜
日
に
庄
川
清
流
パ
ー
ク

で
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
に
似
て
い
ま
す
が
通
常
の

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
よ
り
大
き
な
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
専
用
の
ミ
ニ
コ
ー
ス
を
ま
わ
る
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽

に
楽
し
め
ま
す
。

　
や
や
風
の
強
い
中
で
し
た
が
、
前
日
に
運

動
会
を
終
え
た
ば
か
り
の
小
学
生
親
子
も
含

め
16
名
が
参
加
。
10
代
か
ら
70
代
後
半
ま
で

幅
広
い
年
齢
の
参
加
者
が
４
人
ず
つ
の
チ
ー

ム
を
つ
く
っ
て
計
18
ホ
ー
ル
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
小
学
生
や
女
性
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
に
は
ハ
ン
デ
ィ
を
つ
け
て
、
総
合
成
績

上
位
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
栄
え
あ
る
優
勝
は
藤
原
洋
さ
ん
、
準
優
勝

は
高
熊
英
樹
さ
ん
で
し
た
。
今
後
も
恒
例
の

行
事
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
地
域
の
み

な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
委
員
長

　榎
木
　勝
規

だ
れ
で
も
な
ん
で
も
サ
ロ
ン

だ
れ
で
も
な
ん
で
も
サ
ロ
ン

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

榎
木
　勝
規
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６
月
３
日
朝
７
時
か
ら
山
野
交
流
セ
ン
タ
ー

前
の
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
、
花
と
緑
の
銀
行

山
野
支
部
、
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
鳳
泉
会
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
り
ト
レ
ニ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
セ
ン
ニ

チ
コ
ウ
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
８
品
種
、
約
４
６
０

本
の
花
苗
を
植
え
込
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
９
月
ま
で
交
流
セ
ン
タ
ー
職
員

が
毎
日
水
遣
り
な
ど
た
い
せ
つ
に
お
世
話
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

じ
め
て
毎
日
の
水
遣
り
の
軽
減
に
な
れ
ば
と

高
屋
の
村
岡
豊
彦
さ
ん
に
自
宅
の
消
雪
用
パ

イ
プ
を
花
壇
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
げ
で
今
年
は
水
遣
り
時
間
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
山
野
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
地
域
内
道

路
等
維
持
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
受
付
を
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
南
砺
市
の
住
民
自
治
推

進
交
付
金
の
な
か
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
環
境

美
化
の
一
環
と
し
て
地
域
内
の
道
路
や
歩
道
を

地
域
で
草
刈
り
、
清
掃
、
道
路
等
維
持
作
業
を

実
施
さ
れ
る
自
治
会
に
補
助
す
る
も
の
で
す
。

実
施
前
に
必
ず
地
域
内
道
路
等
維
持
サ
ポ
ー
ト

事
業
取
組
予
定
報
告
書
を
山
野
地
域
づ
く
り
協

議
会
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
完
了
後
実
績
報

告
を
提
出
い
た
だ
く
こ
と
で
年
末
に
補
助
金
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
現
在
坪
野
、
山
斐
、
高
屋
各
自

治
会
か
ら
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
積
極
的
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

総
務
部
長

　髙
山
　博
文

環
境
美
化
運
動

環
境
美
化
運
動

地
域
内
道
路
等
維
持
サ
ポ
ー
ト
事
業

地
域
内
道
路
等
維
持
サ
ポ
ー
ト
事
業

総
務
部
長

　髙
山
　博
文

事
業
取
組
予
定
報
告
書
を
山
野
地
域
づ
く
り
協

坪野地内

山斐地内

高屋地内
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元
日
の
午
後
４
時
10
分
携
帯
が

騒
が
し
く
鳴
る
、
緊
急
地
震
通
報

と
同
時
に
経
験
の
無
い
揺
れ
に
不

安
を
感
じ
た
住
民
が
大
半
と
思
い

ま
す
。
幸
い
に
も
山
野
地
域
内
で

は
大
き
な
被
害
も
な
く
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
自
然
災
害
は
予
告
な
く
い
つ
何
時
で
も
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
り
特
に
南
砺
市
は
東
西
の
山
脈
に
は
断
層
が
有
り
、

い
つ
地
震
が
発
生
し
て
も
不
思
議
で
無
い
と
思
い
ま
す
。
日

頃
か
ら
の
備
え
と
訓
練
が
必
要
で
す
。

　
部
会
で
は
、
能
登
半
島
地
震
と
同
等
の
被
害
が
発
生
し
最

悪
の
事
態
を
想
定
し
自
助
・
共
助
の
出
来
る
事
を
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
住
民
か
ら
の
犠
牲
者
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
ま
す
。
昨
年
ま
で
は
各
種
団
体
の
代
表
者
で
し
た
が
部
員

数
を
全
地
域
に
求
め
10
名
増
や
し
多
様
な
意
見
を
纏
め
地
域

に
沿
う
様
な
も
の
に
し
ま
す
。

　
発
災
時
の
対
応
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
自
助
・
共
助
・
絶
え

間
な
い
訓
練
で

す
。
公
助
は
、

後
か
ら
来
ま

す
。
他
に
交
通

安
全
、
風
水
害

等
に
係
る
、
施

設
増
強
、
改
良

に
つ
い
て
も
協

議
し
実
行
す
る

予
定
で
す
。

　
地
元
の
防
犯
意
識
の
向
上
及

び
、
啓
蒙
活
動
の
一
環
と
し
て
、

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
通
称

「
青
パ
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
警
察

よ
り
認
定
を
受
け
た
団
体
が
軽
自

動
車
に
、
青
色
回
転
灯
を
装
着
し
て
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
自
主
防
犯
活
動
で
す
。

　
警
察
官
の
よ
う
に
法
的
権
限
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
犯
罪
の

防
止
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
新
し
く
始
め
る
者
は
、
警
察
に

お
い
て
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
を
受
講
し
、
講
習
受
講

証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
地
区
で
は

10
地
区
の
代
表
（
町
内
会
長
協
議
会
）
が
講
習
を
受
け
て
い

ま
す
。

当
防
犯
組
合
で
は
毎
年
５
月
か
ら
11
月
ま
で
毎
月
の
第

２
土
曜
日
（
８
月
に
つ
い
て
は
、
毎
週
土
曜
日
）
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
夜
７
時
〜
９
時
の
内
、
１
時
間
程
度
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
犯
罪
は
減
少
傾
向
に
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

空
き
家
に
対
す
る
パ
ト

ロ
ー
ル
、
地
元
住
民
に
対

す
る
声
掛
け
、
夏
の
犯
罪

抑
止
等
、
地
元
の
一
員
と

し
て
協
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

防
災・安
全
部
長

　西
村
　一郎

山
野
地
域
防
災
安
全
部
の
目
標

山
野
地
域
防
災
安
全
部
の
目
標

山
野
地
区
防
犯
組
合
長

　永
井
　信
彦

山
野
地
区
防
犯
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

山
野
地
区
防
犯
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

会
　
　
長
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
　
　
力
（
岩
）

副
会
長
・
広
報
委
員
　
　
　
髙
田
　
　
拓
（
高
）

地
域
活
性
化
委
員
　
　
　
　
東
城
　
力
憲
（
山
）

盆
踊
り
実
行
委
員
　
　
　
　
山
田
　
智
生
（
清
）

文
化
祭
実
行
委
員
　
　
　
　
川
原
　
直
人
（
専
）

役
　
　
員
　
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
稔
樹
（
坪
）

役
　
　
員
　
　
　
　
　
　
　
髙
山
　
真
一
（
飛
）

会
　
　
長
　
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
直
樹
（
高
）

副
会
長
・
広
報
委
員
　
　
　
鎌
　
　
匠
志
（
専
）

　
〃
（
母
親
ク
ラ
ブ
会
長
）
藤
永
つ
ば
さ
（
山
）

庶
　
　
務
　
　
　
　
　
　
　
棚
田
　
　
忠
（
安
）

会
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
恵
理
佳
（
安
）

監
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
藤
永
　
佳
宏
（
山
）

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
浦
　
絵
美
（
専
）

ふ
れ
あ
い
委
員
　
　
　
　
　
山
本
　
里
志
（
飛
）

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
有
紀
子
（
飛
）

文
化
委
員
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
茂
兼
（
坪
）

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
歩
美
（
坪
）

ス
ポ
ー
ツ
委
員
　
　
　
　
　
棚
田
　
　
忠

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
恵
理
佳

活
性
化
委
員
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
直
樹

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
邉
　
友
美
（
清
）

井
波
地
区
連
合
理
事
　
　
　
宮
林
　
隆
宏
（
岩
）

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
優
貴
子
（
岩
）

ク
リ
ス
マ
ス
会
　
　
　
　
　
藤
永
　
佳
宏

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
浦
　
絵
美

山
野
青
年
会

児
童
ク
ラ
ブ
育
成
連
合
会

令
和
６
年
度
役
員
紹
介
（
３
月
以
降
決
定
分
）

令
和
６
年
度
役
員
紹
介
（
３
月
以
降
決
定
分
）
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髙
山

　博
文
（
委
員
長
）

齋
藤

　義
宏

　
　
　吉
田

　達
雄

永
井

　信
彦

　
　
　谷
畑

　清
春

長
谷
川
秀
信

　
　
　細
川

　正
成

磯
辺

　紀
之

　
　
　髙
田

　
　拓

髙
田
か
お
る

髙
山

　博
文
（
委
員
長
）

齋
藤

　義
宏

　
　
　吉
田

　達
雄

永
井

　信
彦

　
　
　谷
畑

　清
春

梧
桐

　明
朗

　
　
　細
川

　正
成

磯
辺

　紀
之

　
　
　髙
田

　
　拓

鎌

　
　匠
志

　
　
　藤
永
つ
ば
さ

西
村

　一
郎
（
委
員
長
）

長
谷
川
義
晃

　
　
　岩
城
美
智
恵

波
能

　治
男

　
　
　髙
田

　
　実

瀧
本

　恵
子

　
　
　﨑
田

　栄
信

髙
山

　光
夫

　
　
　松
田

　
　清

木
下

　晴
雄

　
　
　岩
倉

　正
晴

齋
藤

　幸
宏

　
　
　堀

　
　直
毅

村
岡

　豊
彦

川
上

　久
志
（
委
員
長
）

磯
邉

　正
博

　
　
　髙
田
か
お
る

藤
原

　富
子

　
　
　川
上

　裕
子

村
岡

　洋
子

長
谷
川
光
徳
（
委
員
長
）

渡
邉

　正
博
（
副
委
員
長
）

藤
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﨑
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雄

山
田

　義
弘
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松
長
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子
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司
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６
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和
６
年
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山
野
地
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く
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各
委
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山野地域づくり協議会１年の歩み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年度　事業報告
総　　　会　 令和５年５月27日、令和４年度総会を山野交流センター２階スポーツ室で実施。
  全議案賛成多数により原案通り可決されました。
地域活性化部 里芋で元気なまちづくり事業として里芋植付と収穫、販売
  里芋掘り取り体験会・有料（10月）216組参加
  ふれあい広場「産直の店」開設（４月後半より）
  保育園児とのさつまいもといちごの収穫体験交流会
  住民主体の移動サービス「やまのりくん」実施
  だれでも・なんでもサロン開設（毎週火曜日　年48回開催）
  空き家対策セミナー（9月）
健康福祉部 ケアネット委員会・研修（年３回）、ふれあい祭り（敬老会）米寿表彰、敬老饅頭配布
  三世代交流事業もちつき（12月）、３無い健康マージャン大会（年３回開催）　
  フレイルチェック（7月、2月）、ほのぼのの家（2月）　　　　　　　
文化・スポーツ交流部　　わいわい健康スポーツDay（毎月第２・４土曜日　年22回開催）
  立山登山（8月）、盆踊り大会（台風で中止）、ふれあい祭り（10月文化祭）
  チャレンジスポーツやまの（9月）、エンジョイビーチボール大会（3月）
防災・安全部 交通安全マスコット製作
  防災備品展示
総　務　部 「広報やまの」年３回発行　春・冬花壇の花植え、球根植え
  農村公園、慰霊碑前、保育園園庭草刈、環境美化、地域内道路維持サポート事業
ボランティアグループ　サロン「いきいき健康教室」（毎月第１・３金曜日　年23回開催）
＊その他　井波地域、南砺市地域づくり協議会連合会　生涯学習連絡協議会　事務局長情報交換会地域づくりセミ
ナー等に参加。各部各委員会の会議が開かれています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年度　事業計画
総　　　会 令和６年５月25日　山野地域づくり協議会第５回通常総会が開催され、全議案賛成多数で原案通  
  り可決されました。

地域活性化部 住民主体の移動サービス「やまのりくん」継続
  里芋で元気なまちづくり事業として里芋栽培・収穫、販売実施（いもっこ倶楽部）
  ふれあい広場やまの（産直の店）
  イチゴやサツマイモの収穫体験を通して山野保育園児と交流
  だれでも・なんでもサロン毎週火曜日開催、空き家対策事業、集落の教科書作成
健康福祉部 ケアネット委員会、視察、研修
  地域でまるごと健康教室　地域包括ケア部専門職・食改等による健康指導（6月）
  ふれあい祭り（10月敬老会）　米寿表彰、敬老饅頭配布
  山野健康マージャンサロン　年3回（7月、12月、3月開催）
  ほのぼのの家開催（2月）、三世代交流事業（12月）
  だれでも・なんでもサロン　毎週火曜日（地域活性化部と共催）
文化・スポーツ交流部　パークゴルフ大会（5月)、立山登山（8月）、盆踊り（8月）、チャレンジスポーツやまの（9月）、
  山野ふれあい祭り（10月文化祭）、ｅ―スポーツ大会（12月）、エンジョイビーチボール大会（3月）、
  わいわい健康スポーツDay（毎月第2、4土曜日午後オープン）
防災・安全部 防災訓練、地域防災計画の策定
  交通安全マスコット製作
総　務　部 「広報やまの」年3回発行、戦没者慰霊祭挙行
  交流センター内外の環境美化活動、花壇の整備、地域内道路維持サポート事業
 
＊昨年度から新型コロナウイルス感染症が５類に移行されたことを受け、これまで通り新型コロナ感染対策に十分
留意しながら、住民参加型の事業も増やし山野地区民の交流と相互理解、地域の活性化に資する事業を行ってま
いりますので、多くの皆さんの参加をお待ちしております。

広  報 (6)や ま の
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令和５年度山野地域づくり協議会決算報告書収入の部
項　　目

合　計

合　計

決算額 摘　　　　要

項　　目 決算額 摘　　　　要

繰越金
南砺市交付金、補助金
富山県補助金
南砺市社会福祉協議会
会費
招魂社維持費、更生保護募金
雑収入
事業収入
会費（事業）
公租公課（固定資産税）

令和４年度繰越金
住民自治推進交付金
県中山間地支援事業（特産委員会特別会計繰入分へ）

504世帯×2600円　
507世帯×170円
コピー代、施設維持協力費等
ふれあい祭りバザー
立山登山、健康マージャン
第1～第4営農組合

3,228,872
9,341,330
250,000
929,000
1,310,400
86,190
480,714
203,100
172,000
122,531

16,124,137

項　　目

合　計

予算額 摘　　　　要
繰越金
南砺市交付金
南砺市社会福祉協議会
県補助金
会費
招魂社維持費、更生保護募金
雑収入
事業収入
会費（事業）
公租公課（固定資産税）

県中山間地支援事業（特産委員会特別会計繰入分へ）
504世帯×2,600円　
504世帯×170円
コピー代、施設維持協力費、貯金利息等
盆踊り、ふれあい祭りバザー
立山登山、慰霊祭等
第1～第4営農組合

3,624,288
9,096,300
941,000
250,000
1,310,400
85,680
460,383
300,000
300,000
121,949

16,490,000

会議費、役務費、需用費
文化・スポーツ交流部
地域活性化部
健康福祉部
防災・安全部
総務部
委託費、地域づくり助成
通信費、光熱費
備品費、管理費
負担金、研修費
推進人件費
修繕費、諸雑費
慶弔費
特産委員会特別会計繰入金支出
繰越金

総会、役員会、保険、固定資産税等
ふれあい祭り、立山登山、盆踊り大会、チャレンジスポーツやまの等
特産委員会活動費、やまのりくん、だれでも・なんでもサロン等
ふれあい祭り、ケアネット活動、ほのぼのの家、三世代交流会等
防災活動・備品、交通安全マスコット
広報誌、地域内道路等維持サポート事業ほか環境美化等
自治会、各種団体へ助成(山野分団含む）
電話料、受信料、ガス、電気、水道、灯油
ノートパソコン、シュレッダー、コピー機レンタル、消防設備点検等
各部各種負担金、会費等
職員給与、役職手当
調理室天井扇、事務所扉修繕、和室障子張り替え等

特産委員会特別会計へ繰入金支出

637,634
842,417
800,194
496,611
90,895
504,195
1,191,240
1,009,692
976,632
457,602
4,850,941
391,796

0
250,000
3,624,288
16,124,137

 （単位：円）

令和６年度山野地域づくり協議会予算収入の部

項　　目

合　計

予算額 摘　　　　要
会議費、役務費、需用費
文化スポーツ交流部
地域活性化部
健康福祉部
防災・安全部
総務部
委託費、地域づくり助成
通信費、光熱費
備品費、管理費
負担金、研修費
推進人件費
修繕費、諸雑費
慶弔費
特産委員会特別会計繰入金支出
予備費

総会、役員会、保険、固定資産税等
盆踊り、ふれあい祭り、立山登山、ｅ－スポーツ大会等
送迎サービス、だれでも・なんでもサロン、集落の教科書等
敬老会、ほのぼのの家、ケアネット活動等
防災訓練、防災備品、交通安全マスコット等
広報誌、戦没者慰霊祭、地域内道路等維持サポート事業、結いネット等
自治会、各種団体へ助成（山野分団含む）
電話料、受信料、ガス、電気、水道、灯油
パソコン、コピー機レンタル等
各部各種負担金、会費等
職員給与、役職手当
洗剤、消臭剤、ごみ袋、電球等

特産委員会特別会計へ繰入金支出

752,000
1,255,000
1,240,000
781,000
410,000
822,000
1,205,000
1,100,000
1,050,000
400,000
4,638,300
370,000
20,000
250,000
2,196,700
16,490,000

支出の部

 （単位：円）

 （単位：円）

支出の部  （単位：円）
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みんなが楽しく
　　 集えるガレージに
みんなが楽しくみんなが楽しくみんなが楽しくみんなが楽しくみんなが楽しくみんなが楽しくみんなが楽しく
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みんなが楽しく
　　 集えるガレージに

編
集
後
記

編
集
後
記

　
昨
年
１
月
清
水
明
地
内
に
新
し
く
オ
ー
プ
ン

し
た
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
は
、
自
動
車
、

二
輪
車
の
売
買
、
整
備
、
修
理
、
カ
ス
タ
ム
、

ペ
イ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
手
が
け
る
県
内
で
は
数

少
な
い
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
整
備
の
専
門
店

で
あ
る
。

　
代
表
の
開
発
愼
次
さ
ん
は
、
高
岡
市
立
野
出

身
で
、
10
年
前
に
自
宅
の
ガ
レ
ー
ジ
を
自
ら
が

所
有
す
る
１
０
０
０
㏄
の
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド

ソ
ン
や
１
３
０
０
㏄
の
国
産
の
モ
ー
タ
ー
サ
イ

ク
ル
を
分
解
し
た
り
組
み
立
て
た
り
す
る
趣
味

の
部
屋
に
改
装
し
た
こ
と
が
現
在
の
仕
事
の

ル
ー
ツ
で
あ
り
、
名
前
の
由
来
だ
と
い
う
。

　
か
つ
て
８
年
ほ
ど
オ
ー
ト
バ
イ
専
門
店
で
働

い
た
後
、
会
社
員
を
経
て
井
波
の
自
動
車
整
備

工
場
で
自
動
車
整
備
士
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら

顧
客
か
ら
の
依
頼
に
応
え
オ
ー
ト
バ
イ
の
カ
ス

タ
ム
も
手
掛
け
て
き
た
。
そ
の
後
徐
々
に
自
動

車
整
備
よ
り
オ
ー
ト
バ
イ
の
カ
ス
タ
ム
の
仕
事

が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
８
月
に
自
動

車
整
備
工
場
内
で
独
立
し
た
。
そ
の
後
依
頼
が

さ
ら
に
増
え
仕
事
場
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
令
和
５
年
土
地
所
有
者
の
協
力
に
よ
り
現
在

の
場
所
に
新
規
移
転
し
た
。

　
県
内
に
オ
ー
ト
バ
イ
専
門
店
は
い
く
つ
か

あ
る
が
、
自
社
製
品
以
外
を
扱
う
と
こ
ろ
が

少
な
い
う
え
、
各
社
メ
ー
カ
の
整
備
や
カ
ス

タ
ム
を
手
掛
け
る
と
こ
ろ
は
、
呉
西
地
区
で

も
こ
こ
だ
け
と
の
こ
と
。
そ
の
た
め
、
顧
客

は
県
内
の
み
な
ら
ず
石
川
県
な
ど
様
々
な
と

こ
ろ
か
ら
訪
れ
て
い
る
。
現
在
の
場
所
は
国

道
１
５
６
号
沿
い
の
井
波
の
玄
関
口
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、
初
め
て
の
人
に
も
分
か
り

や
す
く
好
評
で
あ
り
、
口
コ
ミ
に
よ
り
新
規

の
お
客
さ
ん
が
増
え
て
い
る
。

　
近
年
再
び
バ
イ
ク
が
見
直
さ
れ
る
な
か
、
開

発
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
訪
れ
る
お
客
も
若
年
層
か

ら
80
歳
代
ま
で
幅
広
い
。
し
か
し
、
開
発
さ
ん

は
、
バ
イ
ク
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て

安
全
に
楽
し
く

乗
っ
て
も
ら
う
の

が
一
番
で
あ
る
と

の
考
え
か
ら
、

ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
人
は
お
断
り
と

の
こ
と
。

　
現
在
開
発
さ
ん

一
人
で
営
業
か
ら

車
検
・
整
備
、
カ

ス
タ
ム
ま
で
す
べ

て
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
多
く
の
依
頼
に
す
ぐ

に
は
応
え
ら
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
将

来
的
に
は
新
し
く
従
業
員
も
雇
い
規
模
拡
大
を

目
指
し
た
い
と
の
こ
と
。

　
ま
た
、
開
業
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
正
月
以
外

年
中
無
休
で
、
毎
日
朝
６
時
か
ら
遅
い
と
き
は

夜
10
時
ま
で
一
生
懸
命
仕
事
を
さ
れ
て
き
た
。

目
の
前
の
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
に
追
わ
れ
余
裕

の
な
い
状
態
が
続
い
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

お
客
さ
ん
と
触
れ
合
う
時
間
を
大
切
に
す
る
た

め
、
日
帰
り
ツ
ー
リ
ン
グ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｅ
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
楽
し
く
集
え
る
ガ

レ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
。
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今
年
の
梅
雨
入
り
は
６
月
22
日
と
平
年
よ
り

11
日
遅
い
も
の
の
、
梅
雨
入
り
早
々
に
警
報
級

大
雨
と
猛
暑
が
隣
合
わ
せ
と
な
る
な
ど
警
戒
が

必
要
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
山
野
地
域
づ

く
り
協
議
会
の
第
５
回
総
会
が
５
月
25
日
開
催

さ
れ
今
年
度
の
事
業
と
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
迎
え
る
な
か
立
山
登

山
や
盆
踊
り
な
ど
様
々
な
事
業
に
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
広
報
委
員
会
）
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